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授業改善・学力向上

児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方

― 校内研究と関連付けた「授業力向上支援シート」の作成を通して ―
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概 要

児童生徒に「確かな学力」を身に付けさせるためには，授業を改善することが求めら

れている。

本研究は，個々の教員が抱える授業力１の課題に注目し，自分の課題を解決するため

に「学んだことの活用と振り返り」を繰り返す取組を，校内研究２と関連付けて進めら

れるよう「授業力向上支援シート」を作成することで，校内研究の場を活用して授業力

の向上を図り，授業の改善につなげる取組を追究したものである。

１ 主題設定の理由

学校教育における日本の児童生徒の実態について，TIMSS３2007及びPISA４2009等の国際的な学力調

査の分析結果は，読解力や知識・技能を幅広く活用する力，学ぶ意欲等に課題があるとしている。そ

うした中，完全実施された小・中学校の学習指導要領では，基礎的・基本的な知識・技能の習得や思

考力・判断力・表現力等，主体的に学習に取り組む態度，学習意欲の「確かな学力」を育成すること

を求めている。また，平成24年８月中央教育審議会答申「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の

総合的な向上方策について」では，これからの教員に求められる資質能力として「実践的指導力等を

高めるとともに，社会の急速な進展の中で，知識・技能の絶えざる刷新が必要であることから，教員

が探求心をもち，学び続ける存在であることが不可欠である（『学び続ける教員像』の確立）」と述べ

ている。

宮城県教育研修センターでは，平成15年度に校内研修の充実を目的として，児童生徒の学力に関す

る実態，及び校内研修の実情や課題を探り，教員の学習指導における実践的指導力を高めるための「校

内研修ガイドブック」の作成を通して，児童生徒の学力向上を目指す校内研修の在り方を提言した。

また平成19年度には，研究授業を日常化・活性化させ児童生徒の学力向上を目指すことを目的として，

教員間で授業を参観し合い，協働して振り返り，成果と課題を共有する校内研修体制を整える必要性

を指摘し，日常の授業実践を基盤とした「授業研修システム」を構築してその活用方法を提言した。

一方，平成20年３月「宮城県教員研修マスタープラン」では，「学校教育の充実を図る上で，教員の

資質向上は最も重要な課題である」と述べている。また，求められる資質能力として「学校の教育力

を構成する実践力」「実践力の基盤となる意欲・人間性等」を挙げ，「自ら学び続け，教員として成長

１ 授業力とは，平成20年３月に宮城県教育委員会から出された「宮城県教員研修マスタープラン～学び続ける教員のために～」の中で教員に求められる資
質能力の１つとして述べられた授業力に基づき設定したものであり，具体的には，教科の専門知識に加えそれを的確に活用し考えたり教授に活かしたりで
きる等の専門性を伴う力のこと（３．２．１参照）
２ 校内研究とは，校内研修の中でも年間を通して計画的・継続的に自校の教育課題の解決や教員の資質能力の向上を目指して行われる研究のこと
３ TIMSS（Trends in International Mathematics and Science Study）とは，国際教育到達度評価学会（IEA）が実施する国際共同研究調査の１つである
「国際数学・理科教育動向調査」のこと

４ PISA（Programme for International Student Assessment）とは，経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）による国際的な生徒の学習到達度調査のこと
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し続けようとする意欲と能力（自己研さん力）」を根幹として位置付けている。平成24年３月「宮城

県学力向上推進プログラム（改訂版）」では，「教員が，『授業のプロ』として指導力を高めていくた

めには，教科内容に関する専門知識の理解を前提としつつ，最も効果的な授業を行うための教授法の

専門性を不断に高め，授業の改善を目指すこと」を求めている。さらに，「教員による日々の研さん

と資質の向上が必要であり，校内研修をより充実させるための支援を展開していくことが重要である」

とも述べている。

児童生徒の学力向上を目指すために，個々の教員の資質能力の向上が必要である。そのために校内

の研修において，個々の教員が自ら学び続けることができるような支援を展開することが重要である。

そこで，県内の各学校の現状を把握するため平成24年度小・中学校新任研究主任研修会及び小・中

学校新任教務主任研修会において，「校内研究に関する質問紙調査」を実施した（小学校100校，中

学校64校が回答）。

質問紙調査の「校内研究を進める上で課題となっていることは何ですか」との項目に対して，多く

の学校が「研究のための時間設定が難しい」と回答した（図１）。また，事前検討会や事後検討会，

指導案検討を課題として挙げた学校の多くは，その理由として「時間の確保が難しいから」と回答し

た。校内研究を進める上で，話合いの時間を確保したり，全員が集まる場を設定したりすることが難

しい現状がうかがえる。また，個々の教員の研究に対する意欲面や研究の継続性を課題として挙げた

学校もあり，「研究に対する温度差がある」「研究に対して進んで取り組もうとする教員とそうでない

教員との二極化が見られる」「研究授業から日々の実践への継続性が難しい」「研究授業が終わるとそ

れきりになりやすい」等の自由記述が見られた。これは，校内研究に取り組むことで自分の資質能力

の向上につなげようという意識が教員によって差があることが明らかである。その原因として，校内

研究に取り組む際に明確な自己目標をもてずにいたり，校内研究で取り組むことと自分が取り組みた

いことの間にずれがあったりするのではないかと推察した。そこで，その課題を解決して校内研究に

取り組むことで，教員の意欲の向上につながったり，研究授業後に取組が継続したりするのではない

かと考えた。そのためにも，校内研究の中に「意欲向上のための工夫」や「継続していくための工夫」

を取り入れていく必要がある。また，時間設定が難しいからこそ限られた時間や場を有効に活用し，

校内研究を進めなければならない。

以上のことから，学校として児童生徒の学力向上を目指した教育を展開していくためには，個々の

教員が学ぶ意識を高くもち継続的に授業力向上を図りながら，授業改善を進めていくことが重要であ

る。そこで，個々の教員の授業力向上を図るために，自分が抱える授業力の課題を明らかにして，解

決のための手だてと校内研究の視点（仮説）とを関連付けて自己目標を設定し，その授業力向上の取

組を「授業力向上支援シート」で支援できれば，個々の教員の意欲の向上と取組の継続を図りながら

進めることができるのではないかと考え，本主題を設定した。

図１ 校内研究を進める上で課題となっていること（複数選択可）

児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方
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児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方

２ 研究目標

個々の教員が抱える授業力の課題を明らかにし，その課題を解決するための取組を校内研究に関連

付けて進めるために「授業力向上支援シート」を作成し，児童生徒の学力向上を目指した授業改善の

在り方を追究する。

３ 主題及び副題について

３．１ 主題「児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方」について

学校教育法第30条第２項には，「生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技

能を習得させるとともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力そ

の他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用いなければならない。」

と学力の重要な要素が示されている。このことから，本研究では学力を，

① 基礎的・基本的な知識・技能

② 知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等

③ 主体的に学習に取り組む態度，学習意欲

の３つの要素を合わせた総体的なものとする。

質問紙調査の結果が示す通り，個々の教員の校内研究への取組は，意欲面や継続性及び成果の波及

等において個人差が生じやすい。そこで，個々の教員が高めたい授業力を，校内研究の場を活用して

向上させることができれば，学び合いや認め合い，成果の共有といった協働のよさによって，個人差

に関わる課題が解決されることが期待できる。また，個々の教員が意欲的に校内研究に取り組むこと

で，そこで得られる成果の質が高まると考えた。

そこで本研究では，個々の教員が抱える授業力の課題を明らかにし，解決のための手だてを校内研

究の視点（仮説）と関連付けて実践し，「学んだこと５の活用と振り返り６」を繰り返しながら授業力

向上を図る。その取組を通して，児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方を追究したい。

３．２ 副題「校内研究と関連付けた『授業力向上支援シート』の作成を通して」について

３．２．１ 「授業力向上支援シート」について

(1) 授業力について

本研究では「宮城県教員研修マスタープラン」を基に，教員の授業力を児童生徒理解力，教材解釈

力，授業構成力，授業実践力，授業改善力の５つの力で構成されるものとした。授業改善力を土台と

して，その上に児童生徒理解力と教材解釈力，授業構成力からなる授業実践力が位置付けられ，授業

力を構成すると捉えた（図２）。そのために，授業力を構成する５つの力の中でも特に授業改善力を

重視しながら，「学んだことの活用と振り返り」を校内研究と関連付けて繰り返し行い，５つの力で

構成される授業力を伸ばしていく。

また，授業力を構成する５つの力と身に付けたい力の内容を次頁表１に示した。

５ 「学んだこと」とは，教員が校内研究や授業から得た授業づくりに関する知識や指導技術，考え方の中で，授業で実践し検証することが可能なもののこと

６ 「活用と振り返り」とは，授業力向上を通して授業の改善を図るために，学んだことを授業で実践し，その結果を検証して次の授業に活かす取組のこと

図２ 授業力を構成する５つの力
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児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方

表１ 授業力を構成する５つの力と身に付けたい力の内容
授 業 力 身 に 付 け た い 力 の 内 容

児童生徒理解力 ・児童生徒一人一人の学習意欲や学習内容の定着状況，学級における人間関係
等の状況を把握する力

・児童生徒の発言や行動等を共感的に受け止める力
教材解釈力 ・授業に用いる教材や資料の分析を的確に行い，ねらいに合った教材や資料を

選択・開発したり活用したりする力
授業構成力 ・指導計画を立案する際に単元や各時間のねらいを明確にし，その達成のため

にふさわしい教材解釈やそれに基づく展開や学習形態の工夫を行う力
・適切な評価内容及び実施計画を設定する力

授業実践力 ・授業展開に関わる様々な力
板書を構造化したり，発問，指示を適切に行ったりする力
児童生徒の学習状況に応じて，臨機応変に対応できる力
学習習慣，学習態度を育成する力
学習環境を整備する力
互いに高め合う学習集団づくりを行える力
評価計画に基づいて，評価を行う力

授業改善力 ・自分の現状を知り，自己課題の解決を目指して授業を実践し続ける力
・成果や課題に対する改善策等を授業に取り入れて実践する力
・教員同士で学び合うことができる力
・授業で活用できるように学んだことを記録・蓄積する力
・評価や児童生徒の反応等から授業を振り返る力

(2) 「授業力向上支援シート」について

個々の教員が授業力向上の取組の中で「学んだことの活用と振り返り」を繰り返すのは，学ん

だことを授業力として身に付け，授業改善を進めるためである。その際，「意欲向上のための工夫」

や「継続していくための工夫」が必要である。そこで，具体的な３つの支援の場面を以下のように

設定した。

① 年度始に授業力の現状を知り，改善のための目標や見通しをもつ場面の設定

② 授業力向上のための学びを得て学んだことの活用と振り返りをする場面の設定

・授業力向上のために学びを得る

・授業力向上のために授業での実践を振り返り，目標を見直す

・授業力向上のために学んだことを活用する

・授業力向上のために学んだことを共有し，蓄積する

③ 年度末に授業力の向上を確認する場面の設定

また，３つの支援の場面において，個々の教員が自己目標に迫ることができるようにするととも

に，各取組を一連のものとして継続できるように「授業力向上支援シート」を作成した（表２）。

表２ 「授業力向上支援シート」と具体的な支援の場面の関連一覧表

番号 シートの名称 支援の場面 番号 シートの名称 支援の場面

１ 授業力セルフチェックシート ①，③ ６ 見合いシート ②

２ 目標設定シート ① ７ 振り返りシート ②

３ 目標実現シート ①，② ８ 成果一覧シート ②，③

４ 学びシート ②，③ ９ まとめシート ③

５ 指導案シート ② 10 結果シート ③

３．２．２ 校内研究との関連付けについて

個々の教員が「授業力向上支援シート」を活用して，授業力向上の取組を進める。その際，個々の

教員が無理なく取組を進められるように，実施時期を含む具体的な支援の場面と校内研究の主な取組

を関連付けた。
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児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方

(1) 年度始に授業力の現状を知り，改善のための目標や見通しをもつ場面

この場面は，校内研究の年度始の取組と関連付ける。ねらいは，以下の４つである。

・全教員が授業力向上の取組の必要性や進め方の共通理解を図り，協働の基盤づくりをすること

・個々の教員が自分の授業力の現状を知ること

・個々の教員が授業力の課題を把握し，課題を解決する手だてと校内研究の視点（仮説）を関連

付け，校内研究の場を活用して授業力向上の取組を進められるようにすること

・個々の教員が授業力向上の自己目標を設定するとともに自己目標に迫るためのスモールステッ

プを設定すること

これらのねらいを達成するための取組は，「ガイダンス」及び，授業力セルフチェックシート，

目標設定シート，目標実現シートの活用である。これらの取組の実施は，校内研究における年度始

の研究全体会で行う。ただし，時間設定が難しい場合は学年・教科等７の会や研修日に分けて行う

ことも考えられる。

(2) 授業力向上のための学びを得て学んだことの活用と振り返りをする場面

この場面は，４つの内容で構成され，校内研究の年度始と年度末を除いた取組に関連付ける。ね

らいは，以下の５つである。

・個々の教員が自己目標に迫るために，必要な学びを校内研究の取組から得ること

・個々の教員が自己目標に迫るために，自分の取組を振り返り，スモールステップの設定や手だ

てを見直すこと

・個々の教員が自己目標に迫るために，学んだことを活用した授業を行い，それを教員同士で見

合うこと

・個々の教員の取組の成果を共有して，学びを得られるようすること

・個々の教員が年間を通して学んだことを記録・蓄積し，必要なものを選択していつでも活用で

きるようにすること

これらのねらいを達成するための取組は，「授業の見合い」及び，指導案シート，振り返りシー

ト，見合いシート，学びシート，成果一覧シート，目標実現シートの活用であり，校内研究におけ

る各取組と次のように関連付ける。「授業の見合い」では，見合いシートを活用し，研究授業後の

事後検討会で明らかになった成果や課題の改善策を日常の授業に活かす。指導案シートは研究授業

と，振り返りシート，目標実現シートは事後検討会と関連付ける。さらに，学びシート，成果一覧

シートは，校内研究の事前検討会から事後検討会後の日常の授業までの幅広い取組と関連付ける。

ただし，事後検討会での活用を想定した振り返りシート，目標実現シートについては，時間設定

が難しい場合，学年・教科等の会や研修日に行うことが考えられる。この場面は，「自己目標に応

じて学んだことを授業で活用し振り返ること」を校内研究と関連付けて繰り返すことで，授業力と

して身に付ける大切な場面である。

(3) 年度末に授業力の向上を確認する場面

この場面は，校内研究の年度末の取組と関連付ける。ねらいは，以下の２つである。

・個々の教員が年間の取組を振り返り自分の授業力の変容を知ることで，向上を実感したり次年

度の授業力向上の取組に対する意欲の向上・維持を図ったりすること

・自己目標の達成状況に応じた改善の方向性を検討し，次年度の目標設定の際に役立てられるよ

うにすること

これらのねらいを達成するための「授業力向上支援シート」は，授業力セルフチェックシート（年

度末）とまとめシート（結果シート）の他，学んだことが記録されている学びシート，成果一覧シ

ートである。これらのシートの実施は，校内研究における各取組と次のように関連付ける。授業力

セルフチェックシート（年度末）とまとめシートは，研究のまとめを行う時期に，学年・教科等の

会や研修日に行うことを想定した。進め方によっては，年度末の研究全体会と関連付けて実施する

７ 学年・教科等とは，学年，教科，学年部，教科部のこと
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ことも考えられる。

表３は，授業力向上の取組と校内研究との関連を，支援の場面と使用する「授業力向上支援シー

ト」を示して表したものである。

表３ 授業力向上のための取組と校内研究の関連

支援の場面
校内研究の

授業力向上のための主な取組
使用する「授業力

主な取組 向上支援シート」

① 年度始 ・研究全体会 ・ガイダンス ・授業力セルフ

授業力の現状を知 ・学年・教科等の ・授業力向上支援支援シートを使 チェックシート

り，改善のために目標 研究計画作成 うための初期設定 ・目標設定シート

や見通しをもつ場面 ・授業力のセルフチェック ・目標実現シート

・自己目標の設定

・自己目標の絞り込み，達成へ向

けたスモールステップの設定

② 年度中 ・指導案作成 ・指導案シートの作成 ・指導案シート

授業力向上のための ・事前検討会 ・参観観点の検討 ・振り返りシート

学びを得て学んだこと ・模擬授業 ・授業参観，授業実践 ・見合いシート

の活用と振り返りをす ・先行授業 ・成果・課題・改善策の検討 ・学びシート

る場面 ・研究授業 ・振り返り・見通し・計画 ・成果一覧シート

・事後検討会 ・授業の見合い ・目標実現シート

・実践報告会

・学んだことの記録・蓄積

・目標，手だて，ステップの再検討

③ 年度末 ・研究のまとめ ・成果一覧シートの完成 ・成果一覧シート

授業力向上を確認す ・研究紀要作成 ・授業力のセルフチェック ・授業力セルフ

る場面 ・まとめシートによる振り返り チェックシート

・まとめシート

・結果シート
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５ 研究の方法及び内容

５．１ 文献研究

・先行研究（事例）や文献等から，これまでの授業研究の課題やこれからの授業研究の進め方

を探る。

５．２ 教員の意識調査

５．２．１ 調査のねらい

・各校における研究授業の取組の現状を把握し，その進め方を考察する際の資料とする。

・個々の教員の授業力向上を支援する際の資料とする。

５．２．２ 調査の対象

・小学校100校，中学校64校の教員（平成24年度小・中学校新任研究主任研修会，小・中学校新任教

務主任研修会参加者）

５．２．３ 調査期日

・平成24年５月28日（小・中学校新任研究主任研修会参加者）

・平成24年６月７日（小・中学校新任教務主任研修会参加者）

５．２．４ 調査の方法及び内容

・校内研究に関わる取組についての質問紙調査

・質問紙調査用紙

５．２．５ 調査結果

・調査集計結果分析（補助資料１）

５．３ 「授業力向上支援シート」を使った取組について

「授業力向上支援シート」において意欲向上のための工夫と継続のための工夫を表４にまとめた。

これらのシートを実践することで，個々の教員の授業力向上の取組を進めることができるようにする。

表４ 「授業力向上支援シート」の目的とその工夫

番 シートの名称 シートの目的 意欲向上のための工夫 〈意〉

号 （使用場面） 継続していくための工夫〈継〉

１ 授業力セルフ ・学力向上を目指した授業づくりに 〈意〉

チェックシート 必要となる留意事項を18のチェッ ・授業力を構成する５つの力ごとに診断項

（年度始の研究 ク項目にまとめ個々の教員が自己 目を設け，チャートやグラフで結果を表

全体会） 診断で授業力の現状を把握する。 して，自分の授業力の現状を見取りやす

くする。

〈継〉

・診断項目や評価の観点は，各校の研究主

題や実情に合わせて更新する等，自校化

を図る。

２ 目標設定シート ・セルフチェックの結果を示し，自 〈意〉

（年度始の研究 校の校内研究の研究主題や研究の ・高めたい授業力を向上させる手だてと校

全体会） 視点（仮説）と照らし合わせなが 内研究の視点（仮説）とを関連付ける。

ら，個々の教員が高めたい授業力 ・高めたい授業力を「校内研究」「個人」

の診断項目を選択する。 のどちらで行うか選択する。

・高めたい授業力を向上させる手だ 〈継〉

てと校内研究の視点（仮説）とを ・「向上のための具体の手だて」の欄は，

関連付けることで，授業力向上の 年度途中に内容を更新しながら，手だて

取組を校内研究に沿って進める。 を具体化する。
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３ 目標実現シート ・個々の教員が高めたいと考えた授 〈意〉

（研究全体会後） 業力の診断項目からさらに取組の ・取り組む項目は，はじめは１つでもよい。

優先順を設定して絞込みを行い， 無理なく進めることで目標の実現につな

具体的な目標設定を行う。 げる。

〈継〉

・自己目標設定から目標達成までのスモー

ルステップを用いた流れをロードマップ

のように表し，振り返りや取組に応じた

見直しができるようにする。

４ 学びシート ・授業力向上のための取組から気付 〈意〉

（事前検討会か きや学んだことを，個人で蓄積す ・学びを書き足していく書式とし，量的に

ら研究授業後 る。 取組に対する充実感を感じさせる。

の日常の授業 〈継〉

実践まで） ・授業参観のみならず，普段の教育活動を

通して学び得たことを，このシートに書

き留め，学びの蓄積を図る。

５ 指導案シート ・研究の視点や仮説とその手だて及 〈意〉

（研究授業） び留意点に加え，授業者の提案と ・自分が高めたい授業力についての学びが

して自己目標達成へ向けた手だて 得られるように，授業者は「私の提案」

を学習過程に位置付けて，自分の を，参観者は「参観の観点」を書く欄を

授業力向上へ結び付ける。 設定する。

・参観観点を設定し，参観しての気 〈継〉

付きや学んだこと等を書き込み， ・参観者が記入後にファイルして蓄積し，

後に整理して授業力向上に役立て 振り返りやすくする。

る。 ・使いやすさを考慮したり，記述する量を

調節したりする。

６ 見合いシート ・授業者の提案に対して，参観者が 〈意〉

（研究授業後の 自分の学びや授業者のよさ等を記 ・学年・教科等の授業の話合いで活用した

授業の見合い 述欄に書き込み，参観者の学びを り，全教員で見合ったりすることで個々

の設定期間中） 授業者に還元する。 の教員が成果の共有を図り，新たな学び

を得るようにする。

・研究授業や授業の見合い後にコピーして

授業者に渡すことで，記述欄に書かれた

参観者の気付きや学び等が，授業者に還

元されて新たな学びを得るようにする。

〈継〉

・参観者が記入後にファイルして蓄積し，

振り返りやすくする。

７ 振り返りシート ・研究授業から学んだ成果・改善策 〈意〉

（事後検討会） 等を，個々の教員が自分の授業で ・個々に記入する時間をとり，その後，グ

実践できるように一般化
８
し実践へ ループで話し合うことで，共有を図る。

向けた具体の見通しを立てる。 〈継〉

・研究授業での学びや成果を共有し，学校

全体で実践したい場合に活用する。

８ 一般化とは，本研究では授業を参観して学んだことや気付き等を，「段階」「学習の場面と手だて」「手だての内容」「指導上の留意点」の４点で再

構成してまとめ，様々な教科や単元または題材で活用できるようにすること
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８ 成果一覧シート ・取組の成果を「段階」「学習の場 〈意〉

（事前検討会か 面と手だて」「手だての内容」「指 ・学年・教科等の授業を話題とした話合いで

ら研究授業後 導上の留意点」の４つの項目で 活用したり，全教員で見合ったりすること

の日常の授業 まとめ，各自が学んだことを一 で個々の教員が成果の共有を図り，新たな

実践まで） 般化する。 学びを得るようにする。

・研究授業や授業の見合い後にコピーして授

業者に渡すことで，記述欄に書かれた参観

者の気付きや学び等が，授業者に還元され

て新たな学びを得るようにする。

・記述内容の個人差に配慮し，話合いや回覧

の機会を設定することで，記述内容の充実

を図る。

〈継〉

・一度書いたら終わりではなく，常に内容を

更新していく。

９ まとめシート ・個々の教員が授業力向上に取り 〈意〉

（年度末の研究全 組んだ１年間の成果等を振り返 ・２枚目以降は，取り組んだ項目数に応じて

体会） り，次年度への継続を促す。 活用する。

〈継〉

・改善の方向性の欄を設定し，自己目標に対

する振り返りを基に次年度の取組の方向性

を明確にしたり次年度の目標設定に役立つ

ようにしたりする。

10 結果シート ・２度の授業力セルフチェックの 〈意〉

（必要に応じて 結果のみを表示する。 ・年度の途中に授業力の向上の経過を確認し

使用） たい場合に活用する。

〈継〉

・授業力セルフチェックのみ導入したい場合

に使用する。

５．３．１ 年度始に授業力の現状を知り，改善のために目標や見通しをもつ場面を設定すること

(1) ガイダンス（校内研究との関連：年度始の研究全体会）

研究主任は，授業力向上の取組を校内研究と関連付けて進める前に，取組の概要と進め方を個々

の教員に周知し，共通理解を図る必要がある。「ガイダンス」は，そのための大切な研修である。

「ガイダンス」では，個々の教員が校内研究を通して授業力向上を図っていくことを確認するとと

もに，自校の校内研究の方向性や内容について，再度，共通理解を図るようにする。

「ガイダンス」を実施するに当たって，研究主任は会場の設定と説明に必要な補助資料を準備す

る。その際に行うことは，次の３つである。

① プレゼンテーションを行う環境を整えること

② 個々の教員がパソコンを使用できること

③ 情報交換のためにいくつかのグループに分かれて話し合えるようにすること

また，説明のための「ガイダンス用プレゼンテーション資料」（次頁図３）である「ガイダンス

１」「ガイダンス２」の内容をあらかじめ把握しておくことが大切である。

ガイダンスは，はじめに研究主任が校内研究と関連付けた授業力向上の取組の目的と概要及び進

め方を「ガイダンス用プレゼンテーション資料」を使って説明し，次に個々の教員がパソコンで授
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業力セルフチェックシート（表計算ソフトを使用）を開き，必要事項を入力していくという流れで

進める。最後に，学年・教科等の組織でグループに分かれ，各自のセルフチェックの結果や自己目

標の設定等について情報交換

を行う。その際，自分が取り

組みたいことと校内研究の視

点が結び付かない場合も考え

られるので，視点と関連付か

ないかグループで検討したり，

研究主任が話合いに参加し，

方向付けを行ったりすること

が大切になる。さらに，研究

の視点について学年・教科等

の取組（手だて等）が決定し

ていない場合は，この場を利

用し，グループのメンバーの

自己目標や高めたい授業力の

診断項目等を加味した形で設

定することも考えられる。

(2) セルフチェック（校内研究との関連：年度始の研究全体会）

個々の教員は，授業力セルフチェックシート（図４）を用いて，授業力のセルフチェックを行う。

図３ ガイダンス用プレゼンテーション資料（一部抜粋）

図４ 授業力セルフチェックシート（記入例 一部抜粋）
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授業力セルフチェックシートは，授業力を構成する５つの力ごとに複数の診断項目を設けている。

項目ごとに評価の観点があり，個々の教員は評価の観点を参考に研究教科における具体的な指導場

面を振り返りながら，５段階の評定尺度と10段階の量的達成度から当てはまると思う段階を選択し

て数値を入力する（授業力セルフチェックシートは，パソコンでの入力と結果の自動作成を前提と

して作成している）。評価を10段階に設定することで，自己目標の達成に至らない場合でも取組に

応じた努力を評価に反映できるように配慮した。各診断項目の評価の観点は主なものであり，研究

主任は，必要に応じて加除修正を加え，自校化を図ることが望ましい。

また，個々の教員が年度途中で２回目の授業力セルフチェックを行い，授業の変容（向上）の様

子を数値で確認したい場合には，結果シートを活用する（図５）。

図５ 結果シート（記入例）
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(3) 課題把握と目標設定（校内研究との関連：研究全体会）

個々の教員は，授業力セルフチェックシートを用いた結果を目標設定シートで確認し，自分の授

業力における課題やよさを把握する（図６）。

目標設定シートは，授業力セルフチェックシートの診断項目による評価結果を自動集計したもの

であり，授業力を構成する５つの力ごとの平均が数値とレーダーチャートで表示される。また，授

業力を構成する５つの力ごとに，１から10の評価値がいくつあったかを見取るための評価値ごとの

項目数が表示される。そのため，平均化される以前の状況も見取り比較することが可能となる。こ

のように授業力を構成する５つの力に関する自分の現状を数値とチャート図を通して具体的に確認

することができる。

(4) 目標設定（校内研究との関連：研究全体会）

個々の教員は，目標設定シートで把握した自分の授業力の課題を踏まえ，授業力向上のための自

己目標を設定する。目標の設定は，目標設定シートと目標実現シートを用いる。

はじめに，目標設定シートの「分類ごとの平均」の目標値の欄に１回目の結果を受けた目標値を

設定する（図６）。

次にレーダーチャートや評価値ごとの診断項目数等を参考に，本年度高めたいと考える授業力の

診断項目を決定していく。例えば，図６のように，評価値ごとの診断項目数から，評価値の低い項

目に着目したとする。その評価値の低かった項目を右側にあるセルフチェック結果と照らし合わせ

て，実際にどのような授業力の診断項目が低い評価であったのか確認する。この場合，評価値が３

以下の項目は９項目あるが，この全てを意識して向上を図ることは，難しいと考える。そこで，本

年度に高めたい授業力をさらに絞り込む必要がある。目標設定シートでは，高めたい授業力の診断

図６ 目標設定シートを使った「課題把握」と「目標値の設定」（記入例）
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項目を７つ以内に絞り込むことを想定して作成している（図７）。

高めたい授業力の診断項目が決定したら，自校の校内研究の取組と照らし合わせて，取組の方向

性の欄で「校内研究を通して取り組む」か「個人で取り組む」かを選択する。そして，向上のため

の具体の手だてを記述する。その際，注意すべき点は，「校内研究を通して取り組む」と選択した

項目については，校内研究の視点や学年・教科等で計画した手だてとの関連や整合性を重視して，

具体の手だてを設定することである。校内研究の視点（仮説）や手だてに，自分の授業力の課題を

解決するための手だてを関連付けることで，校内研究に取り組むことが自分の授業力向上の取組と

なる。それは，個々の教員の校内研究への主体的な取組を促し，組織としての課題解決をより一層

進めることになる。また，計画性のある校内研究の取組に沿って行うことは，協働のよさである学

び合いや認め合い等が取組に加わるので，個人で計画・実践・評価を繰り返しながら取り組むより

も，学び続けようという意欲がより一層持続されると考える。

高めたい授業力の向上を考えた際，校内研究と結び付かず取組の方向性として「個人で取り組む」

を選ぶ場合がある。その際は，スポット研修９を活用したり自主的に学び続けたりする。しかし，

継続して取り組むことには困難が予想されるので，高めたい授業力と校内研究の視点（仮説）とが

関連付く可能性を学年・教科等の会で話題としたり，研究主任に相談したりして探るようにしたい。

個人で自己目標達成までの見通しをもち，取組が継続できるようであれば，適宜，校内研究と関連

付けながら進めたい。

ガイダンスの限られた時間内で「向上のための具体の手だて」を具体的に記入することについて

は，個人差が生じる場合がある。その後の話合いの場で手だての内容の具体化の悩みについて相談

・助言し合うことで，実践へ向けた見通しをもたせたい。しかし，それでも手だての記述に困難を

感じている教員に対しては，実践を積み重ねることで記述内容を徐々に具体化させていけばよいこ

とを研究主任が伝え，設定時間内で会を終了する。

９ スポット研修とは，個々の教員が授業力向上に取り組む中で生じた悩みや困難を軽減化したり，校内研究と関連付かない自己目標の達成に迫る支

援としたりするために，本研究で提案する取組のこと

図７ 目標設定シート「高めたい授業力の診断項目」（記入例）
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児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方

次に，個々の教員は，目標設定シートの記入を完了したら，目標実現シートを使用して，具体的

な自己目標の設定を行う。目標実現シートでの目標設定の手順は，

① 優先順の決定

② 自己目標の設定

③ 目標に向かう上での課題の認識

④ スモールステップの設定

⑤ 自己目標を達成した自分の姿の予想

の順で行う。

① 「優先順の決定」について

個々の教員は，自分が高めたい授業力の診断項目について，校内研究で取り組む項目と個人で取

り組む項目のそれぞれで取組の優先順を決定する（図８）。校内研究で取り組む項目の中で優先順

を１番とした項目が目標実現シートの左側の欄に転記されるので，シートの矢印の流れに沿って自

己目標を設定していく。

また，優先順２番以降の

項目や個人で取り組む項

目については，同時進行

で進めていくか，優先順

１番の目標が達成された

後に進めていくかを，個

々の教員が自分の意思で

選択する。自己目標を２

つ以上設定する場合，目

標実現シートの右側の設

定欄と２枚目以降の設定

欄を使用し，次のＡ，Ｂ，

Ｃから，その取組の方法

を選択する。

Ａ 校内研究で取り組む

Ｂ 個人で取り組む

Ｃ 空欄

Ａについては，高めた

い授業力の診断項目を向

上させる取組が全て校内

研究で行える場合や校内

研究で行えるものを中心

に選択する場合である。

Ｂについては，高めた

い授業力の診断項目を向

上させる取組が，校内研

究と関連付かない場合で

ある。

Ｃについては，高めた

い授業力の診断項目を向上させる取組を１つに絞って校内研究で行う場合である。

２つ目以降の自己目標設定の場合に，右側の設定欄を上記のＡ，Ｂ，Ｃから選択できるようにし

て，個々の教員の考え方に対応した。

図８ 目標実現シート（記入例）
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児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方

② 「自己目標の設定」について

自己目標は，努力すれば達成可能な範囲で設定することが望ましい。自己目標を設定する際は，

「いつ」「何を」「どこで」「どうするか」ということが分かるように，自分の行動を具体的に記述

することが，授業力向上のための取組を継続的に進めたり，他の教員とよりよく共有を図ったりす

る際に重要である。しかし，全ての教員が，はじめから具体的な手だてを考えることは難しい。そ

こで，個々の教員は実践を進めたり，研究主任をはじめとした他の教員との話合いをしたりする中

で，自己目標の見直しと修正を適宜行うようにして授業力向上を図ることができるようにする。

③ 「目標を達成する上での課題の認識」について

自己目標を設定したら，高めたい項目に関する自分の現状を記述することで，自分が抱える課題

を認識する。

④ 「スモールステップの設定」について

教員によっては，自己の現状と自己目標の間に大きな壁があったり，その前段階で解決しなけれ

ばならない課題があったりすることが考えられる。その場合，自己目標の達成に向けた見通しをも

つために，スモールステップを用いて自己目標を設定することが重要である。そこで，目標実現シ

ートでは，スモールステップを２段階で達成期日とともに設定し，それぞれ「達成へのＳＴＥＰ１」

「達成へのＳＴＥＰ２」としている。また，研究授業後の事後検討会や長期休業期間中における研

修会等で，個々に振り返りの時間を設けてスモールステップの達成度を確認し，必要に応じて記述

内容を見直す。

⑤ 「自己目標を達成した自分の姿の予想」について

自己目標の達成に向け意欲を高めるためには，自己目標を達成した際の自分の成長した姿を具体

的に想像することが効果的であると考える。目標実現シートでは，自己目標を達成した際，「どん

な自分になっているか」を授業や児童生徒との関係等から成長した姿を予想して記述し，自己目標

を達成しようという意欲に結び付けていく。

５．３．２ 授業力向上のための学びを得て学んだことの活用と振り返りをする場面を設定すること

(1) 指導案シートの作成（校内研究との関連：事前検討会前）

研究授業の授業者は，学習指導案（以下，「指導案シート」）を作成する。本研究で使用する指導

案シートは，参観者の視点に留意する。参観者が研究の視点に対する手だてや留意点，あるいは授

業者の提案（以下，私の提案）を理解しやすくするため，提案部分を詳しく述べるようにする。「私

の提案」とは，授業力向上の取組を校内研究と関連付けて進めるための工夫である。自己目標達成

のための手だてが，校内研究の視点（仮説）とは関連付くが学年・教科等で計画した手だてとは関

連付かない場合，授業者は「私の提案」として指導案シートに記述する（図９）。次頁図10,図11は，

指導案シートの作成例である。

校内研究

視点３：自分の考えを深め，高め合う場の工夫

学年・教科等の手だて：学習形態

授業力向上の取組

視点３：自分の考えを深め，高め合う場の工夫

自己目標達成の手だて：キーワードの活用，誤答の活用

私の提案に至った経緯

自己目標を「児童の発表や反応を受けて柔軟に対応し，本時の目標に迫る」としたので，視点３「自

分の考えを深め，高め合う場の工夫」と関連付けて進められると考えた。しかし，学年・教科等で計

画した手だてが「学習形態」なので，自己目標と結び付けるのは難しい。そこで，自己目標達成の手

だてを「キーワードの活用，誤答の活用」と考え，私の提案として指導案シートに記述した。

図９ 指導案シートの「私の提案」について
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【参観の観点の設定：自己目標に照らし合わせて，どの場面で，何を見取りますか？】
【どの場面で】 【何を】○ねらいや実態に合う教具や資料を選択したり開発
○「３ 折り方や学習の進め方を確認する」 したりしているか

算数科学習指導案シート
平成○年○月○日（○）○校時
場 所 ○年○組教室
指導者 □□ □□

１ 単元名 「分けた大きさをあらわそう（分数）」
２ 本時の指導
（１）目標

１四半分にした大きさを四分の一といい，―と書くことを理解する。４

（２）本時の提案
【視点１】児童の学習意欲を高めるための導入の工夫

・場面絵と既習事項の活用
【視点２】算数的活動にスムースに取り組ませるための支援の工夫

・作業の際の留意点一覧表の活用
【視点３】自分の考えを深め，高め合う場の工夫

・学習形態の工夫
（３）私の提案（関連：研究の視点３ 高めたい授業力：授業実践力）
・キーワードを設定し，それを基に教員が発表やつぶやきの中のキーワードを活用したり，誤答を活用し
たりして，児童が考えを深めたり高めたりする支援とする。

【自己目標】児童の発表や反応を受けて柔軟に対応し，目標に迫ること

（４）具体の評価規準
具体的評価項目 十分満足できる(A) 努力を要する児童への具体的支援

数学 1/4の大きさは，元の 1/4の大きさとその元にな いろいろな1/4の大きさとその元になる大
的な 大きさによって，いろい る大きさの関係に触れなが きさの組合わせを見せながら，基の大きさが
思考 ろあることに気付いてい ら，理由を説明することが 変わると1/4の大きさもいろいろになること

る。 できる。 に気付かせる。
知識 1/4の大きさは，元の 1/4の大きさとその元にな いろいろな1/4の大きさとその元になる大
・ 大きさに よっていろい る大きさの関係に触れなが きさの組合わせを見せながら，基の大きさが
理解 ろあることに気付いてい ら，理由を説明することが 変わると1/4の大きさもいろいろになること

る。 できる。 に気付かせる。

（５）板書計画

長方形を半分の半分におって切り
同じ大きさに４つに分けた１つ分

もとになる長さ おる回数
ましょう。

を，もとの大きさの四分の一という。
1

元の大きさ ４等分 １…③ 2
長方形 例１ ―…① と書く。

3４
…②

１ １…③ 同じ大きさに８つに
４等分 ４等分 は の―です。 を ―…① 分けた１つ分をもと
例２ 例３

４ ８
…② の大きさの八分の一

いくつあつめると になりますか。
・長方形が４つ（直角三角形が４つ）
・ぴったりかさなった。 ４つ ※半分の半分の半分におって切る
・形も大きさも同じ。 もとの大きさとぴったりかさなるから ３回

（６）学習過程
導入 主な学習の流れ（◇主な発問） 予想される児童の反応 指導上の留意点（※は支援，◎評価規準と方法）
３分 １ 既習内容と４等分することを ・今日は，ピザだ。 【視点１】児童の学習意欲を高めるための導入の工夫

比べ，学習内容に関心を高める。・こうです。（身振り） 提案１：ピザの場面絵を用いて児童が
◇ピザをどう分けていますか。 ・半分の半分です。 生活場面と学習内容を結び付けて考え
◇半分にしてまた半分にするとは ・４つです。 たり，前時1/2の学習内容を活かして四

視 いくつに分けることですか。 ・２つじゃなく４つに 半分をした大きさの表し方を推察させ
◇前の時間と違う点は何ですか。 分けるところ。 たりして，学習内容に関心を高める。

点 【提案１について（よさやアドバイス，気付いたこと等，※改善点は質問形式で】
○ピザの場面絵を用いたことは，生活場面を想起させ，また既習事項と結び付けて考えやすく関心を高

１ める上で有効だった。
○児童の反応から，前時の学習内容が定着していることがうかがえた。
※｢1/4｣という声が聞こえてきていたので，その意味を発表させてから本当にそうなるのか確かめていくよ
うな指導案にはない臨機応変な進め方をしていたらどうなっていたでしょうか。

２ 問題文を読み題意をつかむ。

・１回です。 ・前時の操作活動と比べることで，操作
長方形の紙を半分の半分におって切りましょう。 の見通しをもたせる。

◇半分にする回数は，前の時間よ
りも何回多いですか。

参観者は，自分が高めた
い授業力の診断項目に関連
付けて，参観の観点を決定
し授業を参観する

参観者が記述する部分

図10 「指導案シート」の例① （記入例）

児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方
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展開 ３ 折り方や学習の進め方を確認 【視点２】算数的活動にスムーズに取り組ませるための支援の工夫
32分 する。 ・表を見たり，前時の 提案２：操作をスムーズに行わせてね

◇折り方や切り方，間違った場合 ことを思い出しなが らいに迫るために，折り方や切り方及
について，説明する。 ら，説明を聞いている。 び間違った場合の留意点を一覧表（う

◇例２，例３に取り組みましょう。・２つにするんだね。 まくいくこつ）にまとめていつでも確
認できるようにしたり，一覧表に対応

視 ４各自，長方形の紙を折って切る。・半分の半分に折って しながら示範したりする。
◇長方形の紙を半分の半分に折っ 紙を切っている。 ※進まない児童には教師が切った紙を渡
て切りましょう。 ・表で確認している。 す。早い児童には他の切り方もさせる。
【提案２について（よさやアドバイス，気付いたこと等，※改善点は質問形式で】

点
○「うまくいくこつ（留意点一覧表）」は，耳の他に目で確認できるので，視覚からの方が理解しやす
い児童によい支援となった。いつでも確認可能なので，全員の支援にもなっていた。

２
○教師の説明（言葉・示範）と「うまくいくこつ（留意点一覧表）」を結び付けて行った進め方は，２
年生にとって理解しやすいとその後の児童の作業の様子を見て感じた。

５ 切った紙を確認し，気付いた ・ぴったり重なった。 ・児童の紙や黒板に貼った紙も重ねて見
ことを話し合う。 ・長方形が４つでき せ，それぞれがぴったり重なることを確

た。 認する。
６「四分の一」について知る。
同じ大きさに４つに分けた１つ分を，もとの大きさの ※元の大きさと単位分数の関係を確認し，
四分の一といい，1/4と書きます。 次の問題に取り組む際の支援とする。
◇1/4の定義と書き方をまとめ， ・やっぱり1/4だ。 【私の提案】
用語「分数」を知らせる。 ・分数って言うんだ。 児童の発表や反応を受けて柔軟に対応し，

７ 1/4を理解したか確認する。 ・３つです，４つです。目標に迫ること
①1/4をいくつ集めると元の大き ・同じ形が４つ。 提案３：本時のまとめや既習事項から
さになりますか。ノートに答え ・４つで元の大きさと 「元の大きさ」，「同じ形」，「４つに分
と理由を書きましょう。 ぴったり重なる。 けた」，「ぴったり重なる」「合わせる」

◇発表を通して考え方を共有す ・１つを４つに分けた をキーワードとする。
る。 から，くっつけたら元 発表やつぶやきの中のキーワードを

私 ②1/4はいろいろあるのは，何が の大きさになるから。 拾って反復したり強調したりするなど
違うからですか。ノートに書き して活用を図り，理解の支援とすると

の ましょう。 ・元の大きさがいろい ともに誤答を活用して正しく理解でき
◇発表を通して考え方を共有す ろ違うからです。 るようする。

提 る。 ◎①知識・理解（ノート）
・1/4です。 ◎②数学的な考え方（ノート）

案 ◇同じ大きさに４つに切ったうち
のピザ１つをなんと言いますか。

【提案について（よさやアドバイス，気付いたこと等，※改善点は質問形式で】

○あらかじめキーワードを決めたことで，発表者にはなかったつぶやきを取り上げることにつながっていた。
さらに，つぶやきを児童全体に戻していたことは，その言葉をイメージして考えたり，その言葉も使って
説明しようとすることに役立っていた。

※せっかくキーワードを準備したのだから，ノートの見取りの際に活かすと効率よく行うことができ，もっ
とたくさんの児童の考えの見取りが可能になったのではないでしょうか。

○見取る際に，「○○ちゃん，いいね。」等と名前を入れながら考えのよさをクラスに広めていったやり方
は，児童が安心感をもち頑張るぞという気持ちになる上でよかったと思います。

８ 適用問題に取り組む。 ・習得した知識を活用 ・「長さ＝大きさ」であることを押さえ，
し1/8を理解する。 分数の考え方が使えることを確認する。

終末 ９ 今日の授業を振り返る。 ・分かったことを書 ・分かったことや大事だと思うことを書
10分 く。 くように声がけする。

10「算数のおはなし」に取り組む。 ・３回半分に折って切るよう声がけする。
・1/8作りに取り組む。

【その他なんでも】
○板書が３分割で構成されていて内容を捉えやすかった。また，教具を多くし実際に児童が視写する部分を精
選したのもよかった。

○学習した内容の要点を学習コーナーに掲示し増やしていくと，児童がいつでもそれらを参考に考えることがで
きてよいと思った。

※ピザは円なので実際に４等分をするのは難しいと思います。長方形のピザの絵の方が黒板に貼った教具とも形
が一致するので，場面絵と教具がより結び付いて考えられたのではないでしょうか。

○留意点の書き方が，参考になりました。

※提案部分で学んだことや気付いたことを，他の単元や他の教科で使えるように一般化を図るとしたらど
のように書き表したらよいでしょうか。下記の欄に書き出してください。

手だて（○） 手だての内容（・） 指導上の留意点（◇）
○児童の発表や反応を受けて柔 ・発表やつぶやきの中のキーワー ◇教材研究であらかじめキーワードを考
軟に対応し，目標に迫る。 ドを拾って活用を図り，理解の え，準備して授業に臨む。

支援とする。 ◇キーワードを使っている児童をほめた
り，まとめに用いたりして活用を促す。

校内研究と関連付けた授業
力向上の視点から私の提案を
記述（私の提案がある場合）

成果一覧シートへの
まとめを意識して学ん
だことを振り返る

図11 指導案シートの例② （記入例）

児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方
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指導案シートでは，授業力向上の取組を支援する工夫として，研究の視点に関する提案や私の提

案部分の直近に，それらに関する参観者の気付きや学びを書く欄を設けた。これまでの学習指導案

に，参観者の気付きや学びを整理して書き込む要素を盛り込むことで，参観者は提案と自分の気付

きや学びを合わせて振り返ることができる（図10,図11）。また，参観者がシートをコピーして授業

者に渡すことで，事後検討会での学びの他に参観者の気付きや学びも授業者へ還元できる。さらに，

指導案シートを使って学んだことを学びシートや成果一覧シートにまとめ，授業に活用しやすくし

たり，ファイルに綴じて学んだことの散逸を防ぎ，蓄積を容易にしたりすることもできる。

授業者は，指導案シートを作成する際，「参観者が提案部分を理解して，具体的に見取りやすい

か」ということを考えながら，本時の指導について記述する。

「２ 本時の指導」の｢(２)本時の提案｣には，校内研究の視点（仮説）に関する手だてを具体的

に記述する。「（３）私の提案」には，授業者の授業力向上のための自己目標とそれを達成する上で

必要な手だて，簡単な留意点を記述する。また，校内研究の視点（仮説）との関連や高めたい授業

力についても，提案との関連を明記しておく。「（６）学習過程」は，主な学習の流れを記述した後

に，研究の視点に関する提案と私の提案の手だてを，予想される児童生徒の反応と指導上の留意点

とともに記述する。特に提案部分の留意点として，目的に基づいて計画した手だてが最も効果を発

揮するために気を付けたいことを具体的に書く必要がある。そのことが参観者の気付きや学びを促

し，指導案シートに記述しやすくすることに役立つ。また記述内容は授業者に還元され，授業者も

学びが充実することにつながる。その他，授業者のよさや提案に対する助言等を記述することは，

授業実践への意欲を高めることにも役立つと考える。

本研究で紹介している指導案シートは一例であり，各学校で使用している指導案の書式や本研究

の指導案シートの書式を改良し，自校化することも考えられる。

(2) 参観観点の検討（校内研究との関連：ガイダンス後～研究授業前）

自己目標に迫るた

めに研究授業を有効

活用するには，目的

をもった参加の仕方

が大切になる。そこ

で個々の教員は，指

導案シートが配付さ

れたら，自己目標に

基づいて「研究授業

のどの場面で何を見

取るか」という参観

観点の検討をしっか

りと行い，指導案シ

ートの指定欄に書き

込んでおく。

研究授業を実施す

る際，事前検討会や

模擬授業あるいは先

行授業を行う場合が

ある。その際，個々

の教員は書き込みを

した指導案シートを

もって参加する。話 図12 学びシート（記入例 一部抜粋）
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児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方

合いや参観を通して，自己目標に直接結び付く学びや，目標以外の授業力についての学びを得るこ

とが考えられる。それを受け，必要に応じて参観観点の見直し・変更を行う。同時に，学びシート

（図12）の「分類」と「学んだ内容」の欄に，その内容を記述する。「分類」は学んだことに対す

る小見出しの役割をもち，自分が活用しやすいように設定する。「学んだ内容」は，可能ならば目

的と手だて，さらに留意点を１セットにして書いておくと，成果一覧シートにまとめやすくなり，

何より授業で活用しやすくなると考える。それは「学んだことの活用と振り返り」の取組を促し，

授業力向上に役立つと考える。

なお，模擬授業や先行授業を実施する場合，研究主任は，授業力セルフチェックシートの診断項

目で授業を参観する役割を担う教員を配置し，授業力を構成する５つの力の観点から参観して授業

者に助言するような機会を設定すれば，特に授業者の授業力向上を支援するための有効な取組の１

つとなることが考えられる。

(3) 授業参観（実践）（校内研究との関連：研究授業）

参観者は参観観点の他に，指導案シートの「（６）学習過程」に書かれた「研究の視点（仮説）

に関する提案」と「私の提案」を，予想される児童生徒の反応とその指導上の留意点の記述に基づ

いて授業を参観する。その際，記述欄に気付きや学び，よさを感じた指導技術，授業者の提案や工

夫に対する助言や疑問，改善策等を記述することで，自分の授業づくりの際に役立ちそうな学びを

増やし，「学んだことの活用と振り返り」の取組の充実につなげ，授業力向上に役立てる。

なお研究主任は，授業実践当日までに研究授業を参観する教員の中から，授業記録を担当する教

員を割り当てる。授業記録は，事後に個々の教員が成果や課題及び改善策の検討を行う際や振り返

りを行う際に活用する。

(4) 成果・課題・改善策の検討（校内研究との関連：事後検討会）

研究授業後の事後検討会は，２部構成としたい。前半は「研究の視点（仮説）に関する提案」に

ついて話し合う。各学校で行っている検討会に合わせた形で進める。その際，成果や課題及び改善

策を明確に示し，授業や次回の研究授業に活かすようにすることが大切である。

後半は「個々の教員の振り返り・見通し・計画」の時間を設定することで，意欲の向上と取組の継続

を図りたい。振り返りシート（次頁図13）と教科書等を使いながら20分程度で行う。研究授業を中心に

個々の教員がそれまでの取組と自己目標を照らし合わせて振り返り，学びを活用するための見通しをも

ち，計画を立てる時間として設定したい。振り返ることで自己目標に迫るための気付きや学びが整理さ

れ，目標達成に向けた取組が促進されるのではないかと考える。

さらに，学んだことを活用し振り返るために教員全員が「授業を見合う計画」を立てる。

ワークショップでは視点や手だてに関する話合いが中心となるため，参観者は視点以外での授業

者のよさや助言，あるいは授業者に聞いてみたい点を出せずにいる可能性が考えられる。それらを，

授業者の学びや励みとなるよう付箋紙に書き，台紙にまとめて渡したい。

ただし，書く際には，授業者が「また，授業を公開してみたい」と思えるように留意して表現す

ることが大切である。例えば，授業者のよさを多く書くようにしたり，よさとともに助言も行った

りする。改善策や課題と思われる点を書く場合は，「指摘」や「決め付け」といった文章表現にす

るのではなく，授業者に再考を促すような質問形式で書くようにする。また，17頁図10の「提案１

について」の参観者の記述欄に，「『1/4』という声が聞こえてきていたので，その意味を発表させ

てから本当にそうなるのか確かめていくような指導案にはない臨機応変な進め方をしていたらどう

なっていたでしょうか。」という授業者に対して再考を促すような記述がある。このような書き方

であれば，授業者は進め方を再考したり記述者と改善策を見出すために話し合ったりして今後も前

向きに取り組むことが可能になると考える。事後検討会後の「授業を見合う」取組の際に使用する

見合いシートもこのような点に留意して書きたい。授業者が意欲を持続できるように配慮すること

で，自己目標の達成に向け，「学んだことの活用と振り返り」の取組が主体的に行われるようにな

ると考える。
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(5) 振り返り・見通し・計画（校内研究との関連：事後検討会）

個々の教員は，事後検討会までの取組を通して学んだことを振り返りシートに書き込んでいく。

ここでの学びは，授業を参観して見取った授業者の見習うべき所作や指導技術，教授方法等に加え，

事後検討会での話合いで得られた成果や課題及び改善策等を指す。それらを，授業の場面や学習活

動等の用語を見出しとして分類の欄に書き込みながらまとめる。最終的には成果一覧シートにまと

め，授業で活用しやすくする。

次に，個々の教員は授業力の向上を目指して振り返りシートに記述した学びの活用を考え，今後

の授業実践の見通しと計画を立案していくことになる。あくまでも個々の教員による実践が中心と

なるが，個々の教員を支援するために学年・教科等でグループを組み，情報交換をしながら行うこ

とも考えられる。

このような方法で今後の授業実践計画を立案する際には，教科書や年間指導計画等を持ち寄るこ

とで，具体的な見通しや他の教員との情報交換がしやすくなると考える。情報交換の際は，自己目

標や活用したい学びを共有したり，授業を見合う実施時期を調整したりする。特に，自己目標に迫

図13 振り返りシート（記入例）

児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方
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る手だてや学びによっては，用いることが可能な単元や題材まで多少時期を置かねばならないこと

も考えられる。その場合はグループでも調整を図るが，研究主任が授業を見合う期間を柔軟に設定

したり，授業者と相談して実施時期を決めたりすることで解決を図ることが望ましい。実施時期が

決まったら，個々の教員ごとかまたは代表者がとりまとめて研究主任に報告する。なお，情報交換

は，できるだけ自由な雰囲気の中で行い，個々の教員の自由な発想を引き出したい。

個々の教員は，振り返りシートで自己目標達成のために設定した２段階のスモールステップに対

する現時点の達成度を４段階（◎：十分に達成できている，○：達成できている，△：あまり達成

できていない，×：全く達成できていない）で記入する。また，目標設定シートや目標実現シート

の記述をさらに具体化したり，達成状況に応じてスモールステップの内容や手だてを見直したりし

て，新たな見通しをもって授業力向上のための取組が継続するようにする。

(6) 授業を見合うこと（校内研究との関連：事後検討会後～次の研究授業）

研究主任は，授業の見合いに当たって，学年・教科等の計画を受けて，授業の見合いの全体計画

を立てる。その際，次の研究授業までの間に，学年・教科等が余裕をもって授業の見合いを進めら

れるように期間を設定する。さらに，予定表を作成し校内ＬＡＮや掲示物等で個々の教員に周知す

る。予定表には，次の３点について記述する。

・授業公開の期日，校時，学級名

・単元（題材名），提案の概要

・授業者の自己目標や本時に関わるスモールステップの内容，手だて

予定表を作成し個々の教員に周知することで，学年・教科等の枠組みを超え個々の教員の興味・

関心や課題意識による主体的な参観を促すことが期待できる。

個々の教員は，見合いシート（図14）を使用しながら授業を見合う。

図14 見合いシート（書式・記入例）

算数科学習指導案シート
平成○年○月○日（○）○校時
場所 ○年○組教室
指導者 □□ □□

１ 単元名 「分けた大きさをあらわそう（分数）」
２ 本時の指導
（１）目標

１四半分にした大きさを四分の一といい，―と書くことを理解する。４

（２）私の提案【関連：研究の視点３ 向上させたい授業力：授業実践力】
・キーワードを設定し，それを基に教員が発表やつぶやきの中のキーワー
ドを活用したり，誤答を活用したりして理解の支援とする。
【視点３】自分の考えを深め，高め合う場の工夫
【自己目標】児童の発表や反応を受けて柔軟に対応し，ねらいに迫る。

（３）評価
・1/4の大きさは，もとの大きさによって，いろいろあることに気付いている。（数学的な思考，ノート）
・四半分に分けた一つ分をもとの大きさの四分の一といい，1/4と書くこと
を理解している。（知識・理解，ノート）

（４）主な学習の流れ
主な学習の流れ（太字：提案部分） 指導上の主な留意点

（※：評価 ◎：提案部分）
１ 既習内容と４等分することを比 ・ピザの場面絵を用いて児童が生活場
べ，学習内容に関心を高める。 面と学習内容を結び付けて考えた

り，前時の学習内容を活かして四半
分をした大きさの表し方を推察させ
たりして，学習内容に関心を高める。

２ 問題文を読み題意をつかむ。
長方形の紙を半分の半分にお ・前時の操作活動と比べることで，操

って切りましょう。 作の見通しをもたせる。

３ 折り方や学習の進め方を確認す ・操作をスムーズに行わせてねらい迫
る。 るために，作業の留意点を一覧表に

まとめていつでも確認できるように
４ 各自長方形の紙を折って切る。 したり，一覧表に対応しながら示範

したりする。
５ 切った紙を確認し，気付いたこ ・児童の紙や黒板に貼った紙も重ねて
とを話し合う。 見せ，それぞれがぴったり重なるこ

とを確認する。
６「四分の一」について知る。
同じ大きさに４つに分けた１つ ・元の大きさと単位分数の関係を確認
分を，もとの大きさの四分の一 し，次の問題に取り組む際の支援と
といい，1/4と書く。 する。

７ 1/4を理解したか確認する。 ◎提案部分（詳細は右頁参照）※評価

８ 適用問題に取り組む。 ・「長さ＝大きさ」であることを押さ
え，分数の考え方が使えることを確

９ 今日の授業を振り返る。 認する。

・分かったことや大事だと思うことを
書くように声がけする。

10「算数のおはなし」に取り組む。
・３回，半分に折って切るよう声がけ
する。

（５）学習過程の提案部分
提案部分に関わる学習部分 指導上の留意点（※は評価の観点）

（◇主な発問）
７ 1/4を理解したか確認する。 【私の提案】
【10:00】 児童の発表や反応を受けて柔軟に対応し，ね
◇1/4をいくつ集めると元の大き らいに迫る。
さになりますか。ノートに答 ※知識・理解（ノート）
えと理由を書きましょう。

提案：本時のまとめや既習事項から「元の
大きさ」，「同じ形」，「４つに分けた」，「ぴ

◇考えを聞いて，自分の考えを ったり重なる」「合わせる」をキーワードと
まとめましょう。 する。

発表やつぶやきの中のキーワードを拾っ
て反復したり強調したりする等して活用を
図り，理解の支援とするとともに，誤答を
活用して正しく理解できるようにする。

【提案について（よさやアドバイス，気付いたこと等）改善点については質問
形式で】

○あらかじめキーワードを決めたことで，発表者にはなかったつぶやきを取り上げるこ
とにつながっていた。さらに，つぶやきを児童全体に戻していたことは，その言葉を
イメージして考えたり，その言葉も使って説明しようとしたりすることに役立っていた。

※せっかくキーワードを準備したのだから，ノートの見取りの際に活かすと効率よく行
うことができ，もっとたくさんの児童の考えの見取りが可能になったのではないでしょ
うか。いかがですか。

○見取る際に，「○○ちゃん，いいね。」と名前を入れながら考えのよさをクラスに広
めていったやり方は，児童が安心感をもち，もっと頑張るぞという気持ちになる上で
よかったと思います。

【その他なんでも】
○板書が３分割で構成されていて内容を捉えやすかった。また，教具を多くし実際に
児童が視写する部分を精選したのもよかった。
○学習した内容の要点を学習コーナーに掲示し増やしていくと，児童がいつでもそれら
を参考に考えることができてよいと思った。

※提案部分で学んだことや気付いたことを，他の単元や他の教科で使えるように一
般化を図るとしたらどのように書き表したらよいでしょうか。可能ならば，書き出
しましょう。

手だて（○） 手だての内容（・） 指導上の留意点（◇）
○児童の発表や反応 ・発表やつぶやきの中のキー ◇キーワードを使っている児童を
を受けて柔軟に対 ワードを拾って活用を図り， ほめたり，まとめに用いたりして
応し目標に迫る。 理解の支援とする。 活用を促す。

参

観

者

の

記

述

欄

授業者は，提案
することを１つに
絞って記述する



- 授業改善・学力向上23 -

児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方

その際，授業者は提案することを１つに絞り，場面を限定した短時間での参観が可能となるよう

にする。これにより，授業者と参観者の負担感を軽減し，授業を見合う期間内に個々の教員が「学

んだことの活用と振り返り」に，複数回取り組むことを目指したい。これは，学んだことをより多

く身に付け，授業力向上を図るための工夫である。また，互いの提案等に対してよさを認め合い，

助言し合うことでも，学び続ける意欲の持続を図るようにする。

参観者は，参観後に見合いシートをコピーして授業者に渡す。これにより，短時間の授業の見合

いでも，参観者や授業者が学びや気付き等を記録・蓄積できるようにする。さらに，見合いシート

をきっかけとして，授業の話題が日常的に教員間でできるような環境づくりも心掛けたい。

授業の見合いは，次の①～③の目的で行う。

① 研究授業の参観，事後検討会を通して学んだことや自分の授業に取り入れてみたいと思った

こと等を一般化した上で実際の授業の場面で実践し，その効果を検証するため

② 研究授業の事後検討で話し合われた改善策を一般化した上で実際の授業の場面で実践し，そ

の効果を検証するため

③ 校内研究と関連付けられた個々の教員による授業力向上のための自己目標を達成する目的で

手だてを工夫した場合に，その効果を検証するため

これまでの取組で，高めたい授業力と校内研究との関連付けが難しい場合は，学年・教科等の話

合いや研究主任の助言等で関連付けできるように働き掛けてきた。しかし，校内研究と関連付けを

することが難しい場合がある。その状況でも手だてを考え，他の教員に参観してもらって効果を検

証したい。自ら授業の見合いを同僚に周知して参加を募り，自主的な学習グループをつくったり，

スポット研修や学年会，教科部会で話題にしたりすることで，目標達成に迫っていくようにする。

５．３．３ 授業力向上のための学びを記録し，蓄積すること（校内研究との関連：通年）

個々の教員は，ここまでの取組

で自己目標や興味・関心，有用感

に応じて気付きや学びを記録・蓄

積してきている。授業の見合い後

も同様に振り返りを行い，学びシ

ートに新たな学びを書き加える。

その学びの中から，一般化して表

せるものは成果一覧シート（図15）

に成果としてまとめ，授業で活用

し授業の改善を図る。成果一覧シ

ートは，「段階」「学習の場面と手

だて」「手だての内容」「指導上の

留意点」の４つの項目でまとめる。

４つの項目でまとめることによ

り，手だてがその具体の内容と指

導上の留意点とともに記され，活

用しやすい形式となる。また，成

果を得た時に順番を気にすること

なく空欄に入力しても，後日，段

階ごとにデータを整理することも

可能である。

合わせて目標実現シートを活用

し，次回の実践に向けた自己目標

や中間目標等を見直して目標の継
図15 成果一覧シート（記入例 一部抜粋）
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続や修正の判断をしたりする。判断が難しい場合は，学年・教科等の同僚や研究主任に相談する。

５．３．４ 授業力向上のための取組の成果等を共有すること（校内研究との関連：研修日等）

事後検討会や学年・教科等での話合いで，授業力向上に結び付く気付きや学びは共有されてきた。

授業の見合い後も同様に気付きや学びの共有を図る。学年・教科等は，定例会や研修日を活用して，

授業の見合いの実践報告のための時間を設定する（実践報告会）。自他の気付きや学びを共有すると

ともによさを認め，助言を得て，次の授業力向上の取組へ意欲を高めるためである。その場では，成

果一覧シートを用いる。学んだことの活用と振り返りが繰り返され，成果一覧シートには個人差はあ

るものの一般化された学びが蓄積されていると考える。

常に学ぶ機会を設定することで，日常的に授業のことが話題に上り，考え方や指導技術等が継承さ

れていくように配慮したい。

研究主任は，授業の見合いが終わるごとに成果一覧シートを集め，全員で閲覧してより多くの成果

を共有し，個々の教員が自己目標に迫ることができるようにするとともに，学校全体の授業力向上も

図りたい。

５．３．５ 年度末に授業力の向上を確認する場面を設定すること

(1) まとめ・活用（校内研究との関連：研究のまとめ）

年度末の校内研究のまとめの時期に合わせて，個々の教員は，自分の授業力の向上を確認する。

その前段階として，これまでの取組を通して記録・蓄積した学びを再度確認する必要があると考え

る。ここまで個々の教員は，「学んだことの活用と振り返り」を繰り返しながら，その都度，学ん

だことを成果一覧シートにまとめてきている。その他，この段階までに研究授業と授業の見合いで

参観者として使用した指導案シートと見合いシートをファイリングしている。また，授業者として

の提案を含めた研究授業と授業の見合いを実践し，他の教員からの授業に対する助言もファイリン

グしている。さらには，様々な場面で自分の課題や解決テーマに直接的に結び付く学びや，それ以

外の授業力に関する学びをメモ的に蓄積した学びシートをもっている。これらを総合的に振り返っ

て，目標とする授業づくりを進める上で工夫された手だてを，具体の内容と教員が留意すべき事項

とともに成果一覧シートにまとめたい。

(2) セルフチェック（校内研究との関連：研究のまとめ）

個々の教員は，記録・蓄

積した学びの再確認後に，

授業力セルフチェックシー

トを使って２回目のセルフ

チェックを行う（図16）。

その結果はまとめシート

に反映される（次頁図17）。

比較・検討に活用できるの

は，「分類ごとの平均」と

その変化を表した「レーダ

ーチャート」「評価値ごと

の診断項目数」とその１回

目と２回目の値の変化を表

した「折れ線グラフ」の４

点である。

図16 ２回目の授業力セルフチェック（記入例 一部抜粋）
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(3) 振り返り（校内研究との関連：研究のまとめ）

個々の教員は，まとめシート（図17）を使用して，比較・検討した結果から，振り返りを行う。

振り返りは，目標設定シートで選択した「高めたい授業力の診断項目」ごとに行う。振り返りの内

容は，「自己目標」とスモールステップの「ＳＴＥＰ１」，「ＳＴＥＰ２」の３点に関して，５段階

（Ｓ：非常によくできた，Ａ：かなりできた，Ｂ：わりにできた，Ｃ：少しできた，Ｄ：わずかに

できた）で評価する「達成度評価」と「できたこと」，「できなかったこと」の記述によって行う。

左側の記述欄「校内研究で取り組む項目」については，全員が振り返る。右側の欄については目標

実現シートで選択した項目に応じて振り返りをする。また，自己目標の達成状況に応じた改善の方

向性も検討し，次年度の授業力向上のための自己目標の設定に役立てる。

図17 まとめシート （記入例）
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５．３．６ スポット研修について（資料「スポット研修の進め方」参照）

授業力向上の取組を進めているうちに悩みや新たな課題を抱えたり，高めたい授業力を校内研究と

関連付けることができず個人で進めたものの思うようにはいかなかったりすることが予想される。そ

こで，本研究では，個人の課題や悩みにも柔軟に対応するスポット研修を行うことを提言する。研究

主任の企画・提案に加えて，個人の企画・提案も個々の教員の授業力向上に結び付くと判断できるも

のについては，研究主任はその実施に向けて柔軟に対応していくことが必要である。

(1) 研修内容

研修内容は，校内研究の内容に関わるものと，関わらないものの２つに分けられる。できるだけ

具体例を取り上げてそれぞれの思いや考えを自由に話し合えるものとし，個々の教員の課題や悩み

に直接的に結び付くように計画したい。例えばスポット研修具体例№４（資料「スポット研修の進

め方」参照）では，「教材解釈をしてみよう」という研修を計画し，文章教材やワークシートを準

備し，互いの解釈について意見交換する流れを提示した。短い時間ではあるが，実際の教材を通し

て解釈をし，意見交換することで，教材解釈力の具体的に身に付けたい力が見えてくると考えた。

年間予定として計画する研修もあるが，校内研究を進める中で個人の企画・提案に基づいて行う研

修があってもよいと考える。研究主任が個々の教員の意向や様子から，適宜計画することが望まし

い。

(2) 研修形態

研修形態については，研修内容によって使い分けることが大切である。特にグループ研修を行う

場合は，表５に示したように大きく３つのグループ分けが考えられる。学年・教科等については，

普段から定例会をもつ等し，集まりやすさや話しやすさの点から設定しやすい。

授業力課題別・希望別では，個々の教員が同じ課題を共有することで話合いが進めやすいと考え

る。

また，教職経験年数の異なる集団別では，経験年数によって見方や感じ方が違い，そのことが互

いによい影響を与え，話合いが活性化すると考える。

グループの形態 グループの利点

○学年・教科等別 時間の融通が利くため一番集まりやすく，話合いを設定しやすい

グループである。

○授業力課題別・希望別 同じ課題をもつ教員のグループとなり，話合いが進めやすい。

○教職経験年数の異なる集団別 経験年数によって感じる課題が違い，互いによい影響を与える。

※研究主任が，授業力セルフチェックシート，目標設定シート等から実態を把握し，話合いが活性

化するように意図的にグループ分けを行うことも考えられる。

(3) 進め方のポイント

進め方の一番のポイントとして，話合いを進めるファシリテーターの役割が重要となる。研修内

容や研修形態を考えることはもちろんであるが，有意義な話合いから個々の教員が多くの学びを得

ることができるようにすることが大切である。個々の教員がそれぞれにファシリテーターとしての

技量を高めようとすることが大切であるが，研修内容や研修形態によっては，研究主任が意図的に

指名し，話合いを進めるようにすることも必要である。次頁表６は，ファシリテーターに求められ

る４つのスキル10を表したものである。この４つのスキルを基に，本研究ではファシリテーター役

の教員が留意することを次頁図18のようにまとめた。

10 ファシリテーターに求められる４つのスキルとは，「ファシリテーション」（堀公俊 日経文庫 2004）による

表５ グループ研修を行う場合のグループ分け
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ス キ ル 主 な 内 容

１．場のデザインのスキル ・場を確保し，使用する物品を準備する（話合いに必要な物）。

（場をつくり，つなげる） ・話合いのルールを決める。

・話しやすい雰囲気をつくる。

２．対人関係のスキル ・共感しながら傾聴する。

（受け止め，引き出す） ・質問で話合いを深める。

・参加者の様子から思いを推察する。

・話をつないで広げる。

３．構造化のスキル ・筋道を立てて話合いを進める。

（かみ合わせ，整理する） ・出された意見や考えを見える形にしていく（図化する等）。

４．合意形成のスキル ・話合いをまとめる。

（まとめて，分かち合う） ・まとめたものを全員で振り返り，共有する。

○意見を出しやすい雰囲気づくりに努め，参加者が気軽に話し合えるように環境を整える。

○話合いのルールを確認する。

（例）

・全員が必ず発表する（時間を決める）。

・それぞれの発表を共感的に受け止める（批判しない）。

・思ったことを素直に本音で語る。

・無理に方向性を決めたり，まとめたりしない。

○話合いの目的とゴールを決め，参加者に確認をする（黒板やホワイトボードに書き出す）。

○参加者の話をよく聞いて引き出すようにする（話題を広げていく）。

○目的から外れないようにリードし，話合いを整理していく。

○振り返りの時間を設けて，気付きや学びをそれぞれが整理できるようにする。

○必要に応じて，時間係や記録係を決める。

５．４ 研究主任の役割

研究主任は，個々の教員が授業力向上の取組を校内研究と関連付けて進められるように，運営の中心

的な役割を担う。その際，授業力向上の取組を校内研究と関連付けて円滑に実施するために，校長，教

頭，教務主任，研究推進委員会等との連絡を密にしながら研究推進を図ることが大切である。さらに，

常に個々の教員の活動状況の把握に努め，支援や連絡調整に当たりたい。ここでは，授業力向上の取

組を校内研究と関連付けて実施するに当たっての研究主任の役割について述べる。

５．４．１ 授業力向上の取組を校内研究と関連付けて実施するために

表７の☆印で示した部分は，研究主任の新たな役割である。スポット研修を行う場合は，校長，教

頭，教務主任等と事前に十分研修の内容を協議しておくことが大切である。

研究主任の主な仕事 内 容

研究主題の設定 ・県や市町村の施策，各種調査（実態調査等），地域や保護者の願い，教

師の願い，これまでの研究の成果と課題等から考え提案する。

☆個々の教員が取り組みたい課題を集約し，研究主題の設定に活かす。

研究組織・研究推進計 ・どのような組織でどのように取り組んでいくのかを明確に表し，提示す

画の作成 る。

☆個々の教員の授業力向上の取組を研究授業の取組に合わせて明記する。

図18 ファシリテーター役の教員が留意すること

表６ ファシリテーターに求められる４つのスキル

児童生徒の学力向上を目指した授業改善の在り方

表７ 研究主任の計画実施に関する役割
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研究全体会の運営 ・校内研究に関する取組の中で成果と課題及び改善策等を共有するために

開催する。

☆個々の教員による授業力向上のための話合いや「授業力向上支援シート」

を使って，目標設定や見通しをもつための時間を設定する。

研究授業の取組 ・計画的に授業実践を実施し，学びを得ていく。

☆学んだことの意見交換ができるように場の設定をする。

☆学びシートや成果一覧シートに学んだことを蓄積したり，授業の見合い

を設定したりする。

関係資料の調査・収集 ・先行研究や先進校の実践，参考文献，各種研修会資料等を収集し，機会

を捉えて配付，紹介する。

☆スポット研修を計画し，実施する。

研究のまとめ ・研究の取組を最後に研究紀要等の形式でまとめる。

☆個々の教員による授業力向上の取組のまとめをし，取組が次年度につな

がるようにする。

(1) 研究主題の設定に当たって

個々の教員の目標と研究主題が結び付いているほど，研究を進めるに当たって教員の意欲が増す

と考える。そこで，研究主任は研究主題の設定に当たって，個々の教員が取り組みたい課題を集約

して，その要素を反映させるようにしたい。反映できない課題については次年度の設定の際に考慮

したり，スポット研修で取り上げたりして，授業力向上に向けた意欲を大切にしたい。

(2) 個々の教員の授業力向上の取組を進めるに当たって

授業力向上の取組を進めるに当たっては，個々の教員が授業力の課題を明らかにして，課題の解

決のための手だてと校内研究の視点（仮説）を関連付け，自己目標をもって取り組んでいくことを，

全教員で共通理解することが重要である。そのために，研究全体会等を利用して年度始にガイダン

スを行いたい。説明では，本研究で作成した「ガイダンス用プレゼンテーション資料」を使用する。

また，「授業力向上支援シート」は，シートによって書式が違うので，取組を円滑に進めるため

に使い方や記入の仕方を活用前に全教員で共通理解することが必要である。

(3) 研究全体会の運営に当たって

研究全体会の運営に当たっては(2)で述べた共通理解を図る他に，個々の教員が自己目標を設定

する時間を確保する。設定に当たっては授業力セルフチェックシート，目標設定シート，目標実現

シートを用いる。その際，高めたい授業力と校内研究の取組との関連付けが難しい場合がある。そ

こで，学年・教科等のグループあるいは研究主任が相談に乗って，関連付けができるように支援す

る。特に教職経験年数が少ない教員については，関連付けの他に目標設定の仕方が適切かどうかを

確認し必要に応じて助言する。また，手だてについては，取組を進める中で徐々に具体化すればよ

い旨を告げて，時間内にこれらの取組が終わるようにする。

終了後，全員の目標実現シートを集めて，課題としている授業力の傾向を把握したり，全教員で

各々の自己目標を共有するための周知をしたりする。

(4) 共有のための場の設定に当たって

個々の教員が授業力向上の取組で得た成果を共有することで，自分の取組以外からも学びが得ら

れるようにし，自己目標の達成につなげたい。そこで，学年・教科等といったグループでの定例会

や全教員が参加する事後検討会，研究全体会あるいはスポット研修といった場を共有のためにも活

用したい。その際，学びシートや成果一覧シートを用いて話し合ったり回覧したりすると，具体的

な学びを得ることにつながると考える。

また，共有の場では成果ばかりではなく，取組を進めることで生じた悩みや課題あるいは個人で

取組を進める上で困ったこと等についても話し合うようにする。悩みや課題の軽減化が図られるこ

とで取組の継続を促したり，教員間での日常的な声掛けにつながったりすると考える。
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(5) 授業の見合いの設定に当たって

研究主任は事後検討会終了後，次の研究授業までの間に授業を見合う期間を設定する。その際，

各学年・教科等が余裕をもって計画を組めるようにする。さらに，予定表に授業者の課題や提案の

概要等を入れて作成し，校内ＬＡＮや研究通信等で個々の教員に周知する。学年・教科等の枠組み

を越え，個々の教員の興味・関心や課題意識による主体的な参観を促すようにすることが大切であ

る。

また，授業の見合い期間の終了後には，学年・教科等の定例会や研修日を利用して，学んだこと

を学びシートや指導案シート，見合いシート，成果一覧シートを活用して，整理したりまとめたり

するよう周知したい。

(6) スポット研修の設定に当たって

研究主任は，個々の教員の授業力向上の取組状況を，シートや声掛け等を通じて把握するように

努める。その際，個々の教員が抱える課題や悩みについては，学年・教科等の定例会を利用したり

研究主任が相談に乗ったりして解決を図る。教員間で共通の課題や悩みが多いと感じた場合は，ス

ポット研修を計画して解決や軽減化を図る。また，校内研究と関連付かない自己目標で取り組んで

いる教員が仲間を募ってスポット研修を行う場合は，事前の申し出を受け，内容が校内研究と関連

付くか再検討する。関連付く場合は，全教員に周知して参加を促し授業力向上のための学びを得る

機会とする。実施の可否に関わらず，校長，教頭，教務主任等と十分に協議しておくことが大切で

ある。

(7) 個々の教員の授業力向上の取組のまとめに当たって

個々の教員の授業力向上の取組のまとめを年度末に行う。その際，「改善の方向性」については，

「いつ」「何を」「どこで」「どうするか」ということが分かる書き方をしたり，具体的に手だて等

を書いたりするように声掛けする。具体的に書くことで，次年度の個々の教員による授業力向上の

取組が，本年度よりもスムースに始められる。

また，成果一覧シートは集めて冊子として全員に配付すれば改めて見直し，学びを得ることにつ

ながったり授業で活用したりすることが期待できる。次年度には冊子を新しく転入してきた職員に

配ることで，これまでの授業力向上の取組を理解してもらうことに役立てたり，授業に活用しても

らったりするようにしたい。

５．４．２ 実践に当たってのポイント

(1) 研修を進める上での雰囲気づくり

「みんなで話し合える雰囲気」をつくることが大切である。そうした雰囲気をつくることで，児

童生徒や授業についての日頃からの思いや悩みということについても，自然に話題に出てくるよう

になる。研究主任は，様々な話題で「みんなで話し合える雰囲気」づくりを働き掛けていく必要が

ある。

また，研究や授業力に関するいろいろな取組や情報を共有することも大切である。研究への前向

きな雰囲気をつくるために，研究主任は情報収集に努め，様々な情報を得て話題を提供したい。さ

らに，研究を推進するために研究通信を発行する。発行する際には，授業者のよさを認め，研究の

成果や次回の研究授業までの道筋を示す等，取り上げる内容や伝え方を工夫したい。

(2) ガイダンスの重要性

校内研究のスタート時には，個々の教員が課題の解決のための手だてを校内研究の視点（仮説）

と関連付けて，自己目標をもって校内研究に取り組みながら授業力向上を図る必要性をガイダンス

で説明し，全教員で共有する。その際，「ガイダンス用プレゼンテーション資料」を活用する。

ガイダンスの中で個々の教員が取り組むシートは，授業力セルフチェックシートや目標設定シー

トである。自分の授業力をセルフチェックシートで把握し，校内研究と関連させ，どのように取り

組んでいくのか考え，自己目標を設定していく。シート類を活用し，自己目標を明確にすることが

大切である。説明は，丁寧に分かりやすくし，時間に余裕をもって取り組めるようにしたい。ガイ
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ダンスをしっかり行うことが，この後の取組の充実につながる。

(3) グループ形態の工夫

グループの形態を工夫し，個々の教員が力を合わせて授業力向上の取組を進める。グループの形

態は，大きく分けて３つが考えられる（26頁表５）。グループの形態を工夫することで互いに情報

交換し，個々の教員が授業力向上のために意欲的に取り組むきっかけになると考える。研修内容に

よってグループを学年・教科等別や教職経験年数の異なる集団別にしたり授業力課題・希望別にし

たりと形態を使い分け，研修の目的が達成されるようにする。また，グループ分けに関しての調整

については，研究主任がその役を担う。

(4) シート類の取扱いと活用

個々の教員が授業力向上の取組を進めるためには，シート類の活用が大切となる。個々の教員が

学びを蓄積し活用しながら，共有することでさらに学びを得ることができる。教員同士が互いのよ

さに気付いたり，「○○先生の実践を真似てみよう」「これはいい」と学びのよい循環が生まれたり

することも期待できる。

研究主任は，表８に表したように個人情報を含むシート類の取扱いに気を付け，個々の教員が授

業力向上の取組を継続できるように支援する必要がある。そこで，研究主任は目標実現シートや学

びシート，成果一覧シートを必要に応じて集めて，目標や進捗状況等を把握し，個々の教員への必

要に応じた声掛けの材料としたりスポット研修の内容を検討するための実態把握等に活用したりす

る。目標や進捗状況等は，グループ分けをする際の意図的な編成に役立つと考える。さらに，個々

の教員の高めたい授業力を集計することで，全体の傾向をつかみ，支援するための校内研修を計画

することにも役立つ。年度末の再評価から，授業力向上がどの程度図られたかをつかむこともでき

る。

シートの名称 取 扱 い（○） と 活 用（□）

授業力セルフチェックシート ○個人の評価，数値等の情報が入っているので取扱いに注意する。

目標設定シート □個人の授業力の分析状況や課題意識を把握し，校内研究の運営に

活かす。

目標実現シート ○パソコン，ファイリングの両面が考えられる。いずれにせよ，日

学びシート 常から情報交換資料として共有できるようにする。

指導案シート □「学びの活用と振り返り」を繰り返す際に活かす。（事後検討会，

見合いシート 授業の見合い，スポット研修等）

振り返りシート □校内研究と個々の教員の授業力向上の取組状況を把握する。

成果一覧シート □研究通信等で実践を紹介する際に活かす。

まとめシート ○個人の評価，数値等の情報が入っているので取扱いに注意する。

□個人の授業力の分析状況や課題意識を把握し，次年度の校内研究

の運営に活かす。

(5) 授業力向上を校内研究と関連付けた取組の導入に当たって

本研究の授業力向上の取組を導入する際，各学校の校内研究の進め方に合わせて「授業力向上支

援シート」を自校化したり取組を選択したりして行うことが考えられる。「学んだことの活用と振

り返り」が定着するように「ガイダンス」「現状把握」「関連付け」「目標設定」の４つの取組を行

うように留意したい。これにより，課題と校内研究が関連付き，自己目標を設定して校内研究に参

加しながら授業力の向上を図ることができる。

６ 所属校での実践から

専門研究員の所属校である名取市立ゆりが丘小学校（10/17,10/19,11/8），石巻市立蛇田中学校

（10/2），登米市立東郷小学校（11/14）にて，実践を行った。その結果と考察及び研究への活かし方

表８ シート類の取扱いと活用
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を下記のようにまとめた。

６．１ 授業力セルフチェックシートについて

「『授業力セルフチェックシート』を使って，自分の授業力についての長所や課題が見付かりまし

たか」との質問項目については，３校で３８名の教員から回答を得て，表９のような結果となった。

回答 はい いいえ 未記入

人数（人） ３１ ５ ２

割合（％） ８２ １３ ５

「はい」と答えた割合は，80％を超え，授業力セルフチェックシートが自分の授業力を振り返る手

段として，実践校においては有効だったことがうかがえる。このことは，記述からも捉えることがで

きた。主な記述は次の通りである。「自分の授業力をデータに出すことで，目に見える形で客観的に

見ることができる」「自分に課題が多いことは自覚していたが，具体的に振り返ることがなかなかな

いので客観的に見ることができた」「大変すばらしいセルフチェックシートでした。自分自身を振り

返る機会になりました」等の肯定的な意見が多かった。

しかし，「診断項目数が多い」「もっと見やすく」等の意見もあり，診断項目やシート画面の色づか

いや構成等の見直しを進め，より使いやすいシートにするために改善を加えた。

６．２ 研究授業について

研究授業においては，授業力向上の観点から自己目標に基づく「私の提案」を取り入れた授業を行

い，参観シートで手だてが有効かどうかを見取った。実際に研究授業を参観する際に記入してもらい，

使い勝手に対して意見をいただいた。主な意見は次のようなものである。「視点に対する手だてがし

っかり載っていて見取りやすく，後からも見やすいものになっていた」「授業者が何を大切にしてい

るのかが明確に分かり，工夫点に注目できた」等である。指導案だけでなく，参観シートを工夫する

ことでよりよい見取りを行うことにつながることが分かった。なお，改善点についても多くの意見を

いただき，その後，参観シートから見合いシート，指導案シートへとよりよく見取るためのシートの

作成へとつながった。

６．３ 事後検討会について

事後検討会については，これまで行われてきた「研究の視点に関する」ワークショップに「それぞ

れの課題に関する」ワークショップを加え，２部構成を試みた。ワークショップ自体については，概

ねスムーズに進行されたと考える。しかし，「１回目と２回目で明確な差が分からない」「２部構成は

話しにくかった」等の意見もあり，ワークショップを行う際の話合いの観点を明確にすることやグル

ープ分けを工夫することが必要であった。これは，限られた時間を有効に使うためにも考えなければ

ならない。個々の教員による授業力向上のためのワークショップのもち方や内容の検討，支援するた

めのシートの作成につながった。

６．４ 授業を見合うことについて

個々の教員による授業力向上の取組の中心は，授業である。研究授業だけではなく，授業を見合う

ことができれば教員同士の気付きや学びの交流が増え，授業力向上に大きく影響を与えると考える。

授業を見合う実践を多く試みたかったが，ゆりが丘小学校での１クラス１回の実践となった。

見合いシートの大まかな書式や構成はよかったが，細かな文言や書き込む部分の設定については，

分かりやすさや書き込みやすさをさらに検討しなければならない。短時間で見合うことに関しては可

能だと考えるが，授業者からは，時間設定が難しいと指摘を受けた。「私の提案」が学習過程の後半

にあるほど，予定時刻と授業の進み具合にずれが生じて，参観者に設定時間通りに見てもらえない可

能性があるとの内容だった。また，提案についてのアドバイスや授業者のよさ等の気付いたことに関

しては，授業者の励みになる内容や書き方としたことで，読んだ授業者から励みとなったとの感想を

いただいた。

表９ 所属校での質問紙調査より
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この実践では，見合いシートの書式や内容の見直し，授業を見合う取組の必要性を確認することに

つながった。

７ 研究の成果と課題

７．１ 研究の成果

児童生徒の学力向上を目指し，授業力向上の取組を校内研究と関連付けて進めるために「授業力向

上支援シート」を作成し，個々の教員の授業力向上を通しての授業改善の在り方を追究してきた。そ

の成果は，

・「授業力向上支援シート」を作成し，示したこと

・個々の教員の抱える授業力の課題に注目し，課題の軽減・解決の手だてと校内研究の視点（仮説）

とを関連付けることで，個々の教員の課題意識に沿った授業力向上が，校内研究に取り組むことで

図られるようにしたこと

の２つである。

(1) 「授業力向上支援シート」を作成し，示したこと

個々の教員が抱える課題意識を大切にして，課題の軽減・解決のための見通しをもてるような場

を設定し，協働の要素を加えながら取り組むように促せば，意欲の向上や取組の継続が図られ，取

組に応じた成果が得られると考えた。

そこで，個々の教員が抱える授業力の課題を明らかにして，その解決のための手だてと校内研究

の視点（仮説）と関連付け，取り組む際の自己目標を設定する。そして，個々の教員が見通しをも

って自己目標に迫り，意欲的かつ継続的に授業力向上を図ることができる取組とした。

しかし，個々の教員が抱える授業力の課題を明らかにしたり，課題と校内研究を関連付けたりす

る等，各取組を支援する具体的な手だてが必要である。そこで，

・自分の授業力の現状を数値で把握し，自己目標と目標達成までのスモールステップを設定できる

・高めたい授業力を向上させる手だてと校内研究の視点（仮説）とを関連付けて校内研究に取り組

むことで，自分の課題に沿った授業力向上を図ることができる

・授業力向上の取組に応じた振り返りができる

・授業力向上の取組で気付いたことや学んだことを記録・蓄積でき，さらに「段階」「学習の場面

と手だて」「手だての内容」「指導上の留意点」という４つの項目でまとめ，授業で活用できる

・学習指導案上の授業者の提案部分に，気付きや学んだことを書き込むことができ，そのシートを

授業者に渡すことで参観者の学びを授業者に還元できる

・個々の教員の取組の成果を，全教員で共有できる

・１年間の取組を振り返り，授業力向上を数値の変化で実感するとともに，次年度の取組の方向付

けができる

という点に留意して「授業力向上支援シート」を作成し，具体的な手だてを示した。「授業力向上

支援シート」を活用することで，個々の教員の授業力向上の取組が進み，授業改善が図られると考

える。

さらに，「授業力向上支援シート」を表計算ソフトにまとめ，ボタン操作でシートを切り替え可

能にしたことで扱いやすさに配慮した。

(2) 授業力向上のための取組を校内研究と関連付けて，一連の取組としたことについて

本研究では，個々の教員の意欲の向上や取組の継続を支援の中心を置いた。そのため，個々の教

員が抱える授業力に関する課題を明確にすることと，課題と校内研究とを関連付けることに留意し

て研究を進めた。その結果，校内研究に取り組むことで個々の教員の課題に沿った授業力向上を図

ることができるように一連の取組として示すことができた。

また，校内研究の協働のよさを活かし，授業力向上の取組に「授業の見合い」をはじめ，学年・
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教科等による話合い，他の教員の成果から学ぶ場面の設定等の場面，シートを通して互いに認め合

い，助言し合う場面を取り入れた。そのようにすることで授業力向上の取組の効果を高めるととも

に，一体感をもって取り組む雰囲気をつくり，日常的に教員間で授業が話題となることも期待でき

るようにした。

７．２ 今後の課題

今後，この取組を進めるに当たっては，以下の２つの課題がある。

① 「授業力向上支援シート」の効果と，授業力向上の取組を進める際の留意点を明らかにすること

② 個々の教員の課題と校内研究との関連付けの図り方

課題に対する改善策を手だてや留意点とともに１つでも多く明らかにすることが，個々の教員の授

業力向上の取組をより効果的なものにし，授業改善を進めることにつながると考える。

(1) 「授業力向上支援シート」の効果と，授業力向上の取組を進める際の留意点を明らかにすること

今後，授業力向上の取組を所属校の校内研究と関連付けて実践し，「授業力向上支援シート」を

活用した取組の効果を検証したり，取組を進める際の留意点を明らかにしたりして，個々の教員の

授業力向上に役立てることが必要である。「授業力向上支援シート」を活用した，より効果的な支

援の仕方を探りたい。

(2) 個々の教員の課題と校内研究との関連付けの図り方

課題である高めたい授業力と校内研究の視点（仮説）とが関連付かず，授業力向上の取組の方向

性を「個人で取り組む」とした際は，その後の取組の中で研究主任が働き掛けたり，学年・教科等

での話合い等の支援を行ったりして関連付けを図る。そして，校内研究のよさを活かしながら取り

組むことで課題となる授業力が高められるようにする。しかし，関連付けを明確にすることはなか

なか難しく，設定には個人差があることが所属校での実践で明らかになった。そこで，関連付けを

無理なくできるように手だてを工夫すれば，早い段階で目標を明確にもって校内研究に参加するこ

とができ，授業力向上を図ることができると考えるので，関連付けのよりよい方法を探りたい。
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